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第5章  本事業の成果と今後の課題

1)  影響調査と影響調査検討会の成果

2)  次年度以降の調査の課題

3 森林管理署の 60 地点でエゾシカが森林に与える影響について調査

①エゾシカの生息密度と関連付けて、森林への影響を定量的に把握した
◆根釧西部は影響を強く受け続けて、食痕などが多く見られる。特に白糠・阿寒

では稚樹・草本類の減少が顕著である。

◆日高南部は近年に生息密度が急上昇しており、特に静内エリアでの食痕率が

高い。ササ類の被度も高いため、稚樹密度が小さい傾向にある。

◆上川中部は全体的に生息密度が低く、累積の影響も小さい。

下枝食痕率の調査結果

（背景は SPUE の値分布）

②影響を把握する指標とな

る項目を把握した
◆下枝や稚樹、ミヤコザ

サの食痕率は、影響

のよい指標となる。

◆累積的な影響があると

ころでは、稚樹の量や

樹皮はぎ率が指標と

なる。

広域で影響を把握できる簡易的な手法（チェックシート）について調査用紙を作成

森林官が通常業務の中で、エゾシカの影響をチェックできるようにする

詳細調査の実施対象地

高密度地から低密度地までを調査、比較する

個体数が拡大中で、影響の変化率が高い箇所

※SPUE は 5 キロメッシュごと

の単 位 努 力 量 あたり目 撃 数

（2006-07 年のデータ）

簡易的な手法による広域調査の実施と解析

影響が強く対策が優先的に

必要な箇所の抽出

詳細調査との比較検証により有

効性を検証して、次年度以降・

民有林への展開につなげる
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3)  今後必要となってくる調査と解析

エゾシカの増加の要因の解明、国有林・農地等との関わりの解明

森林生態系への影響の解明

影響の低減、エゾシカ個体数の調整のための効果的な方策の検討

詳細調査地の周辺環境の解析
◆ＧＩＳを用いて周辺の農地・草地の比率、針広の森林率

を算出し、エゾシカの影響度合と比較検討する。

土地利用形態の変化

とエゾシカとの関係につ

いて検証

森林生態系への影響を評価する調査の実施
◆ 囲い区等を用いた天然更新の阻害に関する調査

◆ 選好性の強い希少植物・樹木の局所的な絶滅に関す

る調査

◆ 森林性動物群集（昆虫、鳥類など）への影響を把握す

る調査

森林の維持・更新や生

物多様性に対するエゾ

シカの影響を検証

エゾシカの行動と選好性を把握する調査の実施
◆ 季節移動や利用滞在する環境（森林・農地等）の把握

◆ 樹木・草本に対する選好性の比較検証

エゾシカの森林と農地

等の周辺環境の利用

形態について検証

森林とエゾシカを取り巻く問題の整理と発信
◆職員・一般市民に向けた、エゾシカの生態や森林への

影響について調査成果・研究事例をまとめた冊子の

製作

課題への理解深化と、

対策への協力の普及

啓蒙


